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長浜バ オ大学を公立大学法人
化す こ 公立長浜バ オ
大学 し 新た ス ー す

地域 時代 要求す 新た 学
科や学部を設置す こ
長浜バ オ大学 地域 時代
要求 呼応し 地域社会や新し
い時代 ー ー し 活躍
人材を育成す 総合大学

発展させ

地域 産業や教育 暮 し 発
展 深く寄与す 人材・教
育・産業グロー ングシ 長
浜 名付けた計画を遂行し
長浜市 ブ ン ング 発展
貢献す

公立大学法人制度
地方独立行政法人法 基
い 2004年4月 施行

地方公共団体 公立大
学法人 設立さ 自立的
弾力的 効率的 大学運営を
行う制度
公立大学法人 移行す こ
長浜市 与え 影響

学費 国立大並 優秀
学生 全国 長浜 集う
新 い学科 学部 設置
長浜市 IT化 人工知能化
拠点 形成
長浜市 小中高教員
ン 教育 可能
長浜市内 小中高 連携
実質的 一貫教育 実施
産官学 地域連携 拠点 形
成さ 一層深化

学部・学科改組 方針
新 人工知能や ッ
ー サ ン を専門

ー サ ン 学科
や学部を創設
従来 バ サ ン
枠 わ 工学や文
系学問分野 視野 入
新 学部を創設
こ 改革 長浜バ
大学を単科大学 総合大
学 発展さ

人材・教育・産業グロー ン
グシ 長浜
長浜市 設置さ い 大学
長浜市 人材育成 初等

教育 高等教育 魅力あ 教
育環境 変革 産業 新規
技術移転 関 財産を長浜市
湧出 こ 長浜市を
ン 化 全 世代 生

生 活躍 魅力あ 地域
変革 こ 貢献
長浜バ 大学 学生 大

学内 け く 長浜市 学び
成長 こ 長浜市 発展
寄与 環境を整え
こ 取 組 長浜バ
大学 長浜市 抱え 問題

を同時 解決 長浜市を
ン 化 将来 向け 一層
発展を担保

学部・学科改組 必要性
人工知能 開発や ッ
ー を用い ー サ

ン 等 社会 構造 け
く価値観 変化 い 時
代 地域 要求 応 教育
大学 求 い

長浜バ オ大学 長浜市を中心 した地域 貢献す 大学 生ま 変わ ます！

提案 背景 長浜バ オ大学 包括的改革 必要性
長浜バ 大学 長浜市 い 継続的 発展・存続 地域社会 時代 要求 呼応
長浜バ 大学を抜本的 改革 こ 世界的 研究 ベ を維持・発展 高い研究力を基盤

質 高い教育を行うこ 変革 社会や地域社会 真 貢献 人材を排出 長浜市 発展
ン ン 深く貢献 大学 変わ いく必要 あ

地域社会と時代の要求に呼応した
長浜バイオ大学の包括的改革

提案概要

提案した 地域社会 要求 呼応した長浜バ オ大学 包括的改革 を長浜市 協力し 行うこ
長浜市 課題解決 今後 発展 貢献 考え い

包 括 的 改 革 概 要

問合せ先：
長浜バ オ大学
事務局長 奥村忠一
0749-64-8100



1）長浜バ オ大学を まく環境

・長浜バ 大学 世界 ッ ベ バ サ ン 研究を行うこ 高い研究力を基盤
教育を行い変革 時代 ー ー 人材を養成 こ び地域社会 発展

や産業 振興 貢献 こ を目的 2003年 月 長浜市田村町 開学

・開学当時 バ サ ン 人気や高い研究力 高い志願倍率を得 定員を
大幅 上回 入学者を得 い 18歳人口 1992年 205万人 こ 23年間

85万人 減少 こ や 近隣 バ サ ン を中心 生命科学系 学部や学科
増設さ こ こ 分野 入学定員 約2,500人 増加 こ 地方 単科
大学 あ 長浜バ 大学 入学者を確保 難 く 2021年度 初 定員を割
こ

・18歳人口 低下 今後 予想さ 長浜市 長浜バ 大学を発展・存続さ いく
大学 方針や設置学問分野 大学法人 設置形態や運営 至 抜本的 改革 必

要

2）長浜市 課題

・琵琶湖 東北部 位置 長浜市 歴史的文化遺産や黒壁 を核 旧市街を有
滋賀県内最大 観光都市 成長 長浜市 人口 減少 転

2040年 長浜市 人口 2015年 比 18.2％減少 9.6万人程度 予想さ い
さ 年齢 区分別人口 推移 年少人口(13.9％→12.0％) 生産年齢人口(59.3→53.4％) 高齢
者人口(26.9％→34.6％) こ 推定さ い

・長浜市 い 人口減少を抑制 働 場所 確保 いう面 け く 様々
世代 対 魅力あ 長浜市 わ ン 力を持 長浜市 必要 あ

＊長浜市 人口 減少し い 原因 し 考え 問題

市内 小中学校 け 学力低下 子育 世代 対 魅力あ 教育環境を提供
い い 高い教育を求 子育 世代 子息 他地域 転出 傾向 認

高校 高等教育 い 滋賀県 全県一区制度 湖北 優秀 生徒 県南部
流出 魅力あ 高等教育環境を提供 い い

公立 総合大学 長浜市 存在 い 全国 優秀 大学生を市内 集 い
い
長浜市 産業 活発 雇用 順調 あ 生産年齢人口 特 若手 対 新 く魅力あ
産業分野を提供 い いい い
市民生活や産業 い 近年急速 発展 人工知能や ッ ー サ ン
編集 ｉＰＳ細胞 新規技術 導入 遅 特 若年層 対 魅力を ー
出来 い い
農業 い 稲作 脱却 い い 農家 収益力 低い あ 若い世代
農業参加を阻害 い

１次産業 ６次産業 変換 遅 こ １次産業 活性 低下 い
空 家・空 店舗 増加 こ 景観 悪化 起 観光資源 魅力 低下 い
列車本数 減便 悪く 京都 大阪 大都市圏 ベッ ン
魅力 失い あ

2022年5月6日



人材・教育・産業グロー ングシ 長浜

全 市民 楽しく
生涯学 長浜

魅力あふ 産業
花開く長浜

市民 生 生 生活す
活気あふ た長浜

長浜バ 大学 ー サ
ン 研究所を新 創設

長浜市 け 人工知能化
IoT化 加速
ン ュー サ ン や人
工知能 ー サ ン
を多く 産業 携わ 方

学 う 定期的 講習
会や実習 を開催

産業 け IT化 加
速
長浜市 い 新 バ
サ ン 産業を構築 補
助金無 採算 産業

成長さ
産官学連携 地域課題
取 組 ベー ーを育成

こ 長浜市 け
育成 既存 産業育成 向け
技術相談窓口を開設

市内 多く 小中学生 授業
学 長浜学び

ッ を年間250講座以上
を開講
大学 教員 市内 小中
学校 出前講座や出前実験
講座を開催
市内 小中高教員 キ
ッ ン 教
育を休日や夜間 対面・ ン
ン形式 開催

大学院 社会人入学枠を設け
通常 勤務をこ
修士号 博士号を取得
道 創設
長浜高齢者大学 市民大学講
座等を開講 全 市民
生涯教育を実施
市内全 高等学校 包括
提携

公立長浜バ 大学 開講
日本全国 優秀

若者 参集
優秀 教員 家族 大
学近辺 居住 い
市民 長浜市 実質的
貢献

公立長浜バ 大学 優秀
卒業生 魅力あ 長浜
産業 携わ え
う Ｕ ーン Ⅰ ーン
Ｊ ーン 推進
地域 産業界 方 接点
持 講義科目や課外活
動 設置等
優秀 公立長浜バ 大学
学生 地域産業 積極
的 就職斡旋
卒業生 大学 研究を基
盤 長浜市 起業
う サ ー

公立長浜バ オ大学

長浜市 人材育成 初等教育 高等教育 魅力あ 教育環境 変革 産業 新規技術移
転 関 財産を長浜市 湧出 こ 長浜市を ン 化 全 世代 生 生 活
躍 魅力あ 地域 変革 こ 貢献
長浜バ 大学 学生 大学内 学問 け 縛 長浜 いう社会 学び成長 同時

町 力 貢献 こ う 取 組 長浜バ 大学 長浜市 抱え 問題を同時
解決 将来 向け い発展を目指

公立大学法人制度
地方公共団体 け ｢公立大学改革 取 組 行政 直営 法人 移行 民間的発
想 ン を取 入 自律的 弾力的 効率的 大学運営 転換 制度
地方独立行政法人法 基 い 平成16年4月 施行

・地元 国公立・大規模総合大学志望層 県外流出 歯止 け
・県外 志願者増加 地元 定住 見込
・社会的 学術的 信頼性 向上 こ 科研費や外部資金 採択率増加 見込
・質 高い研究 教育を継続 発展さ こ 可能
・高い研究力を基盤 実質的 地域産業や教育 文化 暮 寄与 長浜市 ン

ン 貢献 こ
・安定 経営基盤を得 未来志向的 中長期 将来 ョンを構築
・本学志望者 増加 地域 ニー 沿 新 い学部や研究科を設置 可能

公立大学法人化 期待 効果

2022年5月6日


